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社 名 ：三井・ダウ ポリケミカル株式会社

設 立 ：1960年（昭和35年）12月

株 主 ：三井化学株式会社50% ダウ・ケミカルグループ日本法人50%
（2019年4月に一方の親会社がデュポン社からダウ社に変更されたことにより社名が変わりました）

本 社 ：東京都中央区八重洲2-2-1

資本金 ：64億8千万円

社員数 ：242人（2025/1末）

事業所 ：千葉工場（1967年操業：千葉県市原市）

大竹工場（1962年操業：広島県大竹市）

テクニカルセンター（研究所：千葉県市原市）

大竹工場
千葉工場＆
テクニカルセンター

本社
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１．会社/事業所紹介

◇ 会社概要
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１．会社/事業所紹介

三井化学株式会社 市原工場

三井・ダウ ポリケミカル（株）
千葉工場 + テクニカルセンター

操業開始 ：1967年（昭和42年）

所在地 ：千葉県市原市千種海岸6番地

敷地面積 ：10.5万m2（東京ドーム2.3個分）

従業員数 ：130人（テクニカルセンター含む）

年間生産能力：110千トン（公称）

◇ 千葉工場
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®：当社登録商標

１．会社/事業所紹介

・低密度ポリエチレン
・酢酸ビニル共重合樹脂「エバフレックス®」

・柔軟性と弾力性
・低温特性にも非常に優れ、透明性が高い

・多目的シール樹脂「CMPS®」
・低温ヒートシール性が良好
・多様な材料にヒートシール可能
・プラスチックフィルム及びシートに対し

ピールオープン性を示す

自動車用マッドガード 柔軟シート 電線用 カイロ包装 ホットメルト接着剤

カップめん蓋 カップゼリー

◇ 生産品目（千葉工場）
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社員労働災害発生推移 協力会社員労働災害発生推移

2025年5月：休業無災害(社員)30年達成 2025年6月：休業無災害(協力会社員)15年達成

2．安全成績（千葉工場）

定義要記録労災

死亡災害又は人生が変わるような重篤な労災
LIFE Injury/ LIFE Incident
死亡災害又は人生が変わるような重篤な労災

業務に関係する事故や病気により会社を休むこと
DAWC (Day Away From Work Case)
休業災害

業務に関係する事故や病気により業務の執行に制限が及ぼされること
RWC (Restricted Work Case)
不休業災害

医者の治療を受けたが、出社し、通常業務が可能であること
RMTC (Recordable Medical Treatment Case)
微傷災害

＊上記の要記録労災だけでなく、擦り傷的事象、予防的受診や重大ヒヤリ事例も管理対応を図っている



1. 環境

(1)新しい技術・製品の開発により、環境保全に貢献します

(2)製品の開発から廃棄に至るまでの全ての工程にわたり、環境負荷の低減に努めます

2. 衛生

(1)適正な職場環境の形成の促進および社員の自主的な健康確保の支援を図ります

(2)化学物質の取り扱いに関する安全を確保し、社員はもとより工事および物流関係者、顧客等

関係する人々の健康障害の防止を図ります

3. 安全

(1)「安全は全てに優先する」を基本理念に、無事故無災害を目指します

(2)安全システムの継続的改善を図ることにより、従業員、近隣住民、環境などに影響を及ぼす、

或いは重大な資産や事業の損失を招くようなプロセス重大事故を防止します
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出典）弊社ホームページ全社 環境・衛生・安全の基本方針

3．安全への取り組み
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『一声かける あなたの勇気が 事故防ぐ』

3．安全への取り組み

千葉工場 2025年 年間安全スローガン

 千葉工場及びテクニカルセンター社員から、安全スローガンを募集（例年200件近く応募
あり）し、1次審査と2次審査を経て、年間スローガン1件及び月間スローガン12件を選出
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① 命を守るためのルール
② セーフティー・モーメント
③ 協力会社と行う安全活動
④ 三井化学 市原工場との協働
⑤ エルゴノミクス管理
⑥ 「PSM」によるプロセス安全管理
⑦ 褒める活動
⑧ 熱中症予防
⑨ 安全大会
⑩ 労災ディスカッション
⑪ 安全スローガン

3．安全への取り組み

◇ 紹介項目

＊両親会社の協力を得て、様々な安全活動を実施
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① 命を守るためのルール（Life Saving Rules=LSR）

3．安全への取り組み

▍ 命に係わる11の重要なルールを制定 死亡/休業等の重大な労災発生を防ぐ

携帯カード（表） 携帯カード（裏）
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▍ 教育

ルール説明：何をやらなければならないか

3．安全への取り組み

① 命を守るためのルール（Life Saving Rules=LSR）

理由：なぜ遵守しなければならないのか

事例：遵守しないとどうなるのか

頻度：年1回
対象：社員/協力会社員全員
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▍ 理解度テスト

3．安全への取り組み

① 命を守るためのルール（Life Saving Rules=LSR）

各ルール1～2問の設問に答える

答え合わせ後、解答の解説を読んでもらい理解を深める
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① 命を守るためのルール（Life Saving Rules=LSR）

3．安全への取り組み

▍ 活性化に向けて

 教育受講後にアンケート実施、教育資料の見直し
 教育受講者にはLSR携帯カードを配布し、それを常に携行
 工場で使用するヘルメットにLSR教育受講済みワッペンの

貼り付け
 労災に至らなくても、その可能性があったニアミスについ

て原因解析及び対策実施
 良好事例の表彰による安全意識の向上と現場の活性化促進

（特に多くの協力会社社員が入構する定修中） ワッペン
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▍ 会議の冒頭でカジュアルな雰囲気の中、安全について自由に語り合うことで、
安全第一という意識の向上を図る

② セーフティーモーメント

 定例会議等開始時に安全に関するトピックを発信する(トピックはその会議に関係する必
要なく、身近なものや最近のニュースから取り上げてもよい)

 約5分の短い時間で行い、発信者は会議に参加する従業員なら誰でも良い

3．安全への取り組み

セーフティーモーメント紹介事例
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② セーフティーモーメント

3．安全への取り組み

▍ 活性化に向けて
 協力会社との定例会議においてもセーフティーモーメントを実施する
 共有されたセーフティーモーメントに対しグループディスカッションする
 写真や動画を共有するなど視覚的刺激を与える
 他の会議で印象的だったセーフティーモーメントを再活用する

セーフティーモーメント紹介事例
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３．安全への取り組み

③ 協力会社と行う安全活動

▍ 製品倉庫の歩車分離策

厚生労働省主催

「令和4年度 『見える』安全活動コンクール」優良賞
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③ 協力会社と行う安全活動

3．安全への取り組み

▍ 挟まれ・巻き込まれ防止対策

充填機ガーディング
(緑より下部は増設）

パレタイザーガーディング
（緑より上部は増設）

＊協力会社員と共に危険箇所を洗い出し、挟まれ・巻き込まれ防止のための対策を徹底的に実施
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③ 協力会社と行う安全活動

３．安全への取り組み

▍ 安全教育 VR教育

定修前スレート踏抜きの体験教育



19

3．安全への取り組み

▍ 活性化に向けて

 月1回協力会社との定例会議や定修中における毎日の
合同パトロールの継続

 協力会社への安全教育
VR、 命を守るためのルール、 エルゴノミクス、
スレート踏み抜き体験 など

 定修前に協力会社監督者層との安全対話
 協力会社員の模範的な行動に対し、感謝の意を込めて

褒賞を実施

③ 協力会社と行う安全活動
協力会社向け表彰
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両親会社の優れた取り組みを積極的に取り入れ、協力会社と連携し
ながら、さまざまな安全活動を効果的に実施しております

従業員一人ひとりが安全を自らの行動に反映できるよう、安全文化
の醸成に努めており、協力会社とも一体となって安全活動を推進し、
継続的な改善に取り組んでまいります

「安全は全てに優先する」を基本理念に、

社員・協力会社員の無事故無災害を達成します

４．まとめ
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ご清聴ありがとうございました

ご安全に！


